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母子保健担当
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番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B84
ウェルカムベイビープロジェクト（普及啓発） 衛生費 母子衛生費 不妊治療助成費

少子化社会対策基本法１３条 挑戦項目 01 結婚・出産・子育ての希望実現

分野施策 010101 きめ細かな少子化対策の推進

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

 

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
国庫支出金

決定額 15,706 3,051 12,655 9,583

前年額 6,123 2,285 3,838

平成29年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

公衆衛
生費

事 業
期 間

平成29年度～ 根 拠
法 令

　晩婚化が進展する中、年齢を重ねるほど妊娠率は下が
り、妊娠・出産に係るリスクが高まる。
　少子化対策の一環として、若い世代に対し妊娠・不妊
に係る正しい知識の普及啓発を行うことにより、子ども
を望む夫婦に対し早期受診の意識の向上を図る。

（１）冊子作成　　 3,783千円
（２）普及啓発　　 1,400千円
（３）機運の醸成　 5,143千円
（４）妊活推進　　 5,380千円

（１）事業内容
　　　県と市町村が連携して設置した少子化対策協議会において新たな少子化対策を検討したところ、以下の事業を実施
　　することとなった。
　　　若い世代に対し妊娠・不妊に係る正しい知識の普及啓発を行うことにより、子どもを望む夫婦に対し早期受診の意
　　識の向上を図る。
　　　ア　冊子作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,783千円
　　　　　県内の高校2年生3年生、婚姻時や成人式での冊子配布
　　　イ　普及啓発　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,400千円
　　　　　出前講座等の開催
　　　ウ　機運の醸成　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,143千円
　　　　　各種イベントへの出展、婚姻届出時にこうのとり大使のカードを配布、機運醸成のための広報の実施
　　　エ　妊活推進　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5,380千円
　　　　　不妊に悩む夫婦を対象とした医師・助産師による相談

（２）事業計画
　　　ア　冊子作成　　172,000部
　　　イ　普及啓発　　出前講座開催　20回
　　　ウ　機運の醸成　大使によるメッセージ、機運醸成のための広報実施(ポスターチラシの展開)　等
　　　エ　妊活推進　　不妊専門相談センター(火曜・金曜)、不妊・不育症・妊娠サポートダイヤル(月曜・金曜・隔週
　　　　土曜)

（３）事業効果
　　　正しい知識の普及啓発を行うことにより、若い世代が結婚、子育てを含めたライフプラン形成の意識向上を図る。

（１）～（４）　　　　　　　(県10/10)
（２）のうち冊子作成（一部）(国1/2・県1/2)
（４）のうち県相談事業　　　(国1/2・県1/2)

　9,500千円×0.8＝7,600千円

前年との
対比

― 保健医療部 B84 ―
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